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回I和昭ち辛4山の業産と定暴と主
同

企町中央公民館で

づ
く
り
に

》
u
n
む
ず
か
し
か
っ
た
な
あ

μ
》

八
月
五
日
、
子
供
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
が
行
わ
れ
、
県
立
考
古
博
物
館
の
田
代
孝

先
生
の
指
導
の
も
と
、
四
五

0
0年
前
の
縄

文
式
土
器
づ
く
り
に
二
四
人
の
子
供
た
ち
が

参
加
し
挑
戦
し
ま
し
た
。

チ
ビ
っ
子
た
ち
は
、
用
意
さ
れ
た
材
料
の

粘
土
を
黙
々
と
こ
ね
、
田
代
先
生
の
土
器
を

手
本
に
、
当
時
の
「
な
べ
、
か
ま
」
の
土
器

を
形
づ
く
り
、
ろ
く
ろ
を
回
し
ま
し
た
。

ま
た
、
花
模
、
具
と
呼
ば
れ
て
い
る
へ
ら
状

の
竹
を
利
用
し
て
、
思
い
思
い
の
模
様
を
つ

け
、
夏
休
み
な
ら
で
は
の
得
難
い
体
験
を
し
、

考
古
学
に
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

土
器
は
、
三
週
間
ほ
ど
ね
か
せ
た
後
、
た

き
火
へ
野
焼
き
)
で
焼
き
上
げ
て
完
成
さ
せ

ま
す
。
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祝

タモ
敬
老
の
日

九
月
十
五
日

老
人
福
祉
週
間

九
月
十
五
日
j

二
十
一

⑧ 

@ 

わつよし報

① 

① 

の
日
⑦ 

る
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。

今
後
更
に
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
老

人
の
こ
れ
ら
の
権
利
を
守
り
、
扶
養
・

保
護
と
い
っ
た
問
題
を
こ
の
機
会
に
見

直
し
、
老
人
福
祉
の
充
実
を
町
民
の
皆

さ
ん
と
共
に
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

「
敬
老
の
日
」
に
は
、
毎
年
泉
町
長

自
ら
米
寿
を
迎
え
ら
れ
る
方
々
を
訪
問

し
、
記
念
品
を
送
り
、
祝
意
を
表
わ
し

て
い
ま
す
。

地
区

河

西

飯

喰

築
地
新
居

清
水
新
居

押

越

上

河

東

西
条
二
区

西
条
新
田

西
条
一
区

押

越

西
条
二
区

河
東
中
島

西
条
一
区

(
八
月
一
日
現
在
)

出

生

順

敬

称

在

氏

名

年

齢

小
野
間
観
諦
九
十
九
歳

小
沢
寿
実
志
九
十
七
歳

中
川
西
ハ
ル
九
十
六
歳

今

福

喜

誉

九

十

五

歳

清
水
美
津
じ
九
十
四
歳

青

原

豹

三

九

十

四

歳

高
野
と
し
よ
九
十
二
歳

長
田

点

す

九

十

一

歳

保
坂
ふ
み
よ
九
十
一
歳

小

宮

山

ふ

み

九

十

歳

秋

山

も

と

よ

九

十

歳

佐

野

い

ま

九

十

歳

中

所

敦

九

十

歳

今
年
度
は
次
の
方
々
が
米
寿
を
迎
え
ま
す
。

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
。
ま

た
、
こ
の
日
か
ら
一
週
間
は
「
老
人
福

祉
週
間
」
で
す
。

乙
の
期
間
は
、
各
地
区
で
敬
老
会
が

行
わ
れ
、
永
年
に
亘
っ
て
社
会
に
尽
く

さ
れ
て
き
た
お
年
寄
り
の
功
を
ね
ぎ
ら

う
と
共
に
、

長
寿
が
お
祝
い
さ
れ
ま
す
。

敬
老
の
日
は
、
決
し
て

一
年
に
一
度

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
老
人
は
社
会
の
先

輩
と
し
て
尊
敬
さ
れ
、
そ
の
尊
敬
に
ふ

さ
わ
し
い
生
活
を
社
会
か
ら
与
え
ら
れ

広

春乃氏
河東】

保坂

【上
今村みつ志氏
【河西】

しま氏

越】

大勝

【押

かよ氏

越】

畑野

【押

米倉貞治氏

【河東中島】

河西ふさ氏

【西条二区】

8月1日現在)

地 区 男(刈 女 い) 計

西条一区 39 41 80 

西条二区 59 95 154 

清水新居 30 60 90 

西条新田 23 31 54 I 

押 越 59 82 141 

河東中島 48 62 110 

紙漉阿原 23 39 62 

築地新居 28 51 79 

飯 喰 17 26 43 

河 西 50 62 112 

上河東 21 35 56 

上河東二区 10 14 24 

合計 407 598 1，u05 

( 65歳以上

。

お

年

寄

り

の

方

々

の

ス

ポ

ー

ツ

大

会

m

を
中
心
に
、
家
族
で
楽
し
ん
で
頂
け
る

…

お

祭

り

で

、

小

瀬

ス

ポ

ー

ツ

公

園

で

開催
し
ま
す
。
当
日
は
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
、

試
食
コ
ー
ナ
ー
、
芸
能
大
会
な
ど
若
い

i
i
j人
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

藤

葬

会
主
不
就
業
の
新
し
一

一
就
業
騒
騒
騨
本

調

査

い

動

き

を

把

握

一

一

に

ご

協

議

機

灘

さ

い

。

調

査

事

項

は

、

十

五

歳

以

上

全

員

二

議

懇

つ
い
て
、
性
別
、
世
帯
主
と
の
続
き
柄
、
一

一

。

行

政

施

策

の

基

礎

資

料

ふ

だ

ん

仕

事

を

し

て

い

る

か

ど

う

か

な

一

一

づ

く

り

の

た

め

に

ど

の

基

本

的

な

事

項

を

調

べ

ま

す

。

乙

一

一
昭
和
六
十
二
年
就
業
構
造
基
本
調
査
の
調
査
か
ら
、
全
国
及
び
地
域
別
に
就
一

一
が
、
十
月
一
日
現
在
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
業
・
不
就
業
を
め
ぐ
る
社
会
の
新
し
い
一

一

就

業

構

造

基

本

調

査

は

、

全

国

及

び

動

き

が

把

握

さ

れ

ま

す

。

一

一
地
域
別
の
就
業
・
不
就
業
の
基
本
的
な
今
回
の
調
査
は
、
前
回
調
査
か
ら
五
一

一
構
造
を
明
ら
か
に
し
、
各
種
行
政
施
策
年
目
に
当
た
り
、
こ
の
間
に
就
業
・
不
一

一
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
就
業
の
構
造
は
相
当
変
化
し
て
お
り
、
一

一
て
行
わ
れ
る
統
計
調
査
で
す
。
乙
の
調
ま
た
、
雇
用
を
め
ぐ
る
環
境
が
極
め
て
厳
一

一
査
で
は
、
全
国
の
約
三
七
万
世
帯
が
選
し
い
時
期
に
実
施
さ
れ
る
の
で
、
各
方
面
一

一
定
さ
れ
、
そ
の
世
帯
に
ふ
だ
ん
住
ん
で
か
ら
調
査
の
結
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

一
い
る
十
五
歳
以
上
の
人
全
員
(
約
九
三
就
業
構
造
基
本
調
査
に
つ
い
て
、
皆
さ
一

一
万
人
)
が
調
査
の
対
象
と
な
り
手
。
ん
の
ご
理
解
と
ど
男
を
お
願
い
し
ま
す
。
一

。

「
九
月
十
五
日
」
は

ふ
れ
あ
い
や
ま
な
し

こ
と
ぷ
き
祭
り



齢

者

学

級

開

催

『
ふ
る
さ
と
の
史
跡
』
を
学
ぶ

H
公
民
館
デ
l
H

の
一
環
と
し
て
行
講
演
で
は
、
町
指
定
文
化
財
・
鼻
取

わ
れ
て
い
る
高
齢
者
学
級
が
七
月
二
十
り
地
蔵
・
楠
地
蔵
・
源
氏
ぼ
た
る
・
第

一
日
、
総
合
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
二
堤
防
・
身
延
路
な
ど
町
に
残
る
い
ろ

高
齢
者
学
級
は
、
地
域
の
高
齢
者
の
い
ろ
な
史
跡
を
ス
ラ
イ
ド
で
写
し
な
が

皆
さ
ん
が
お
互
い
に
交
流
を
深
め
合
い
ら
、
柳
沢
さ
ん
が
一
つ
一
つ
丁
寧
に
解

な
が
ら
、
健
康
で
充
実
し
た
生
活
を
送
説
し
て
く
れ
ま
し
た
。

る
た
め
の
「
ま
な
び
」
の
場
と
し
て
設
ス
ラ
イ
ド
に
写
し
出
さ
れ
る
史
跡
は
、

け
ら
れ
、
こ
の
日
は
、
文
化
財
審
議
委
ど
れ
も
身
近
に
あ
る
だ
け
に
参
加
者
達

員
の
柳
沢
八
十
一
氏
を
講
師
に
迎
え
、
は
、
講
演
時
間
を
過
ぎ
て
も
柳
沢
さ
ん

「
ふ
る
さ
と
の
史
跡
」
に
つ
い
て
学
び
を
取
り
囲
み
、
熱
心
に
史
跡
の
由
来
な

ま

し

た

。

ど

を

聴

い

て

い

ま

し

た

。

高
齢
者
学
扱

ι

参
加
し
て
|

吉
岡

わ-つよし

4
司
飯
喰
志
村
武
男
氏
《
七
十
ニ
才
》

山
本
忠
告
の
碑
等
の
町
指
定
文
化
財

や
旧
鎌
倉
街
道
・
身
延
道
、
昔
の
飯
喰

学
校
、
阿
原
の
双
子
地
蔵
等
の
史
跡
を

ス
ラ
イ
ド
で
観
な
が
ら
、
柳
沢
先
生
の

お
話
し
を
聴
き
、
改
め
て
町
の
歴
史
の

重
み
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
た
い

へ
ん
有
意
義
な
高
齢
者
学
級
で
し
た
。

‘
押
越
山
由
美
明
氏
《
七
十
四
才
》

押
越
本
妙
寺
に
は
、
樹
齢
約
四
五

O

年
の
大
銀
杏
と
武
田
の
家
臣
の
物
と
思

わ
れ
る
血
の
つ
い
た
遺
物
が
あ
り
、
ま

た
、
押
小
五
号
館
の
西
側
よ
り
骸
骨
が

発
掘
さ
れ
葬
ら
れ
て
い
ま
す
。
文
化
財

審
議
員
諸
氏
の
調
査
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
学
ぶ
機
会
を
設
け
た

こ
と
は
よ
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
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4
『
河
西
豊
川
茂
氏
《
八
十
一
才
》

毎
回
参
加
し
て
い
る
が
、
く
だ
け
た

内
容
で
楽
し
い
。
た
だ
参
加
者
が
減
っ

て
い
く
傾
向
な
の
が
残
念
で
あ
る
。
各

部
落
に
連
絡
責
任
者
を
お
き
呼
び
か
け

を
し
て
も
ら
え
ば
よ
い
と
思
う
。
今
後

も
学
級
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
方
法

を
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

企柳沢氏のはなしを熱心に聴く
参加者のみなさん

悶鈴聞偲a~wゐ忠君参加lク患(0&号
九
月
-
目
肱
防
災
の
目

グ
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に

や
っ
て
く
る
H

と
い
わ
れ

ま
す
が
、
こ
の
九
月
一
日

は
、
「
防
災
の
日
」
で
す
0

.世
界
で
も
有
数
の
地
震
国

日
本
。
日
本
全
国
ど
こ
を

探
し
て
も
地
震
の
被
害
を

全
く
受
け
な
い
で
済
む
と

こ
ろ
は
な
い
で
し
ょ
う
。

地
震
、
そ
し
て
二
次
災

害
と
言
わ
れ
る
火
事
が
起

こ
っ
た
ら
あ
な
た
は
ど
う

し
ま
す
か
。
そ
の
時
の
た

め
に
は
、
日
頃
の
防
災
対

策
が
必
要
で
す
。

毎
年
、
九
月
一
日
に
行

わ
れ
る

H

昭
和
町
総
合
防

災
訓
練
d

は
、
町
や
各
地

区
で
の
自
主
防
災
組
織
が
、

計
画
的
に
防
災
活
動
を
実

施
し
、
被
害
を
最
小
限
に

食
い
止
め
る
た
め
に
行
う

も
の
で
す
。

訓
練
に
参
加
し
て
、
実
際
に
手
や
足

を
動
か
し
て
防
災
の
模
擬
体
験
を
し
、

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
。

九
月
一
日
の
防
災
訓
練
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。
警
戒
宣
言
が
発
令
さ

れ
ま
し
た
ら
指
定
さ
れ
た
各
避
難
場
所

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

判

定

会

招

集

連

絡

報

午

前

七

時

警

戒

宣

言

午

前

八

時

五

O
分

発

災

午

前

十

時

-
地
震
防
災
信
号
《
サ
イ
レ
ン
》
.

連
続
し
て
日
秒
間
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ

た
あ
と
必
秒
間
休
み
、
こ
れ
を
繰
り
返

し
ま
す
。

サ

イ

レ

ン

@

「
h
U
A日
ア
回
目

u

a
E
E
I
E
E
E
l
s
-
i
エV
1
日
Hけ

必
秒
間

サ

イ

レ

ン

@
日
秒
間

「
町
U
ふ
H
Y
R
n
u

A
任
エ
Y
L
日
作

うム一品

よ
習
え
講
備
法
に
急
時
救
-つい
員
と
職
ざ
中
い
押
企

(

後
多
多

zzzzz忽
E
Z
Z
Z忽
努
後
四
V

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

家
族
防
災
会
議
を
/

も
し
、
い
ま
地
震
が
起
き
た
ら
・
.

残
念
な
が
ら
現
在
の
科
学
で
は
、
地
震

の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
不
断
か
ら
地
震
に
対
す

る
心
の
準
備
を
し
て
お
け
ば
、
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、
家
族
み
ん
な
で
、

「
家
族
防
災
会
議
」
を
開
い
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
そ
れ
ぞ
れ

が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば
よ
い
か
を

考
え
て
く
だ
さ
い
。

家
族
防
災
会
議
で
は
次
の
よ
う
な
こ

と
を
話
し
合
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す

力。①
家
族
の
役
割
分
担

②
火
の
始
末
と
初
期
消
火
の
方
法
に
つ

い
て

③
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
と
き
の
家
族

の
連
絡
先
と
連
絡
方
法

④
避
難
場
所
と
避
難
路
の
確
認

⑤
水
、
食
糧
な
ど
の
備
蓄
と
非
常
持
出

，

品
の
準
備

⑥
家
具
、
危
険
物
な
ど
の
点
検
整
備

⑦
家
の
回
り
の
危
険
な
場
所
の
点
検
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司
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¥
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日
比
一
君
側
言
ar凋

S

F

三
δ

一

/

L
第
「
召
口
町

3
8
bヨ
盟
主

l
J
寄
っ
日
春
田
急
岬
d
E
E
h
“

第
三
十
八
回
中
巨
摩
郡
体
育
祭
り
(
中
巨
摩
郡
町
ま
し
た
。

村
体
育
協
会
連
絡
協
議
会
主
催
)
が
七
月
十
二
日
、
総
合
優
勝
は
竜
王
町
、
準
優
勝
櫛
形
町
、
三

田
富
町
を
主
会
場
に
三
十
四
会
場
に
お
い
て
盛
大
に
位
敷
島
町
の
成
績
で
し
た
。

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

ま

た

、

大

会

開

会

式

の

席

上

、

本

町

上

河

東

こ
の
体
育
祭
は
、
県
民
総
体
育
を
目
指
す
と
と
も
井
上
武
氏
(
町
体
育
指
導
委
員
)
が
長
年
の
社

に
H

体
育
中
巨
摩
・
健
康
中
巨
摩
H

を
樹
立
す
る
た
会
体
育
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

め
行
わ
れ
る
も
の
で
、
住
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
ス
ポ
中
巨
摩
郡
体
育
功
労
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

ー
ツ
に
親
し
み
、
ス
ポ
ー
ツ
精
神
を
高
揚
し
合
わ
せ

E
B
EE
-
-
j
:
E
E
E
E
I一
-

?

て
、
住
民
の
健
康
増
進
と
体
力
の
向
上
を
計
り
、
明
開
削
購
翻

議
幽
圃
圃
圏
圏

一丸一ヤで

の

る
く
豊
か
な
生
活
を
実
現
す
る
た
め
毎
年
実
施
さ
れ

醐

遡

喝

清

濁

組

組

l
t措
氏

)

て
レ
ま
す
。

瀦
脳
機
隣
ダ
仁
札
予一い湾総

WE---功武
東

機
鋭
機
離
帯
議
機
熱
織
物
明
誠
一
¥
]園
田
一
悶

f

本
町
か
ら
は
、
官
種
旦
二
十
一
種
目
の
う
ち
二

鵬

縄

開

掛
け
齢
設

防

長

田

ヨ

ア

出

十
八
種
目
に
参
加
し
こ
の
う
ち
弓
道
(
男
子
)
、

燃
機
綴
織
綱
V
K
U阪
齢
酪
醤
画
開

ー:い

郡
井

テ
ニ
ス
(
男
子
)
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
銃
剣
道
、
ソ

盤
機
際
麟
機
薗
圃
園
圏
園
周

J
L
・a

フ
ト
ボ
ー
ル
(
婦
人
)
が
見
事
、
優
勝
を
飾
り
、
剣
劃
圃
園
田
田
島
掴
麹
調
薗
富
司
翻

ぺ

西
条
一
区
抵
園
さ
ん
祭
り
が
七
月
十
五
日
、
ま
た
、
祭
り
で
は
、
子
ど
も
達
に
よ
る
相

地
区
の
子
ど
も
た
ち
を
集
め
西
条
一
区
道
祖
撲
大
会
が
開
か
れ
、
小
学
校
六
年
生
の
中
で

神

で

盛

大

に

催

さ

れ

ま

し

た

。

優

勝

し

た

子

ど

も

に

は

、

角

野

忠

夫

さ

ん

が

乙
の
抵
園
さ
ん
祭
り
は
、
西
条
一
区
に
古
竹
と
紙
で
作
っ
た
、
力
士
の
形
を
し
た
グ
ぼ

く
か
ら
続
く
祭
り
で
、
無
病
息
災
を
願
っ
て
ん
で
ん
d

と
い
う
人
形
が
毎
年
送
ら
れ
て
い

始

め

ら

れ

た

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

ま

す

。

昭和62年 9月1日発行 (4)わ-つよし報広

企伝統ある祇園さん相撲大会

(昨年の祭より)

道
、
体
操
が
準
優
勝
、
ク
レ

l
射

撃
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
(
婦
人
・
青

年
女
子
)
が
三
位
に
な
る
な
ど
、

総
合
で
も
四
位
に
入
賞
し
健
闘
し

こ
の
日
は
、
育
成
会
の
人
達
を
中
心
と
し

て
行
わ
れ
、
多
く
の
子
ど
も
が
集
ま
り
、
砂

だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
相
撲
を
と
り
ま
し
た
。

優
勝
は
、
斉
藤
幸
政
君
が
し
伝
統
あ
る

H

ぼ
ん
で
ん
H

を
手
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

柑
撲
を
と
り
終
え
た
子
ど
も
に
は
、
育
成
会

の
人
達
か
ら
参
加
賞
と
し
て
、
お
菓
子
・
ジ

ュ
ー
ス
・
虫
カ
ゴ
・
お
も
ち
ゃ
な
ど
が
配
ら

れ
、
楽
し
い
午
後
の
ひ
と
と
き
を
過
し
ま
し

た。

~([9-([9=第 17 因子どもクラブ球技大会=([9-([9コ

図司

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

第
十
七
回
町
子
ど
も
グ
ラ
ブ
球
技
大
会

(
子
ど
も
ク
ラ
ブ
指
導
者
連
絡
協
議
会
主
、

催
)
が
八
月
二
日
、
押
原
小
学
校
々
庭
・

町
民
体
育
館
の
両
会
場
で
、
男
子
ソ
フ
ト

十
三
チ
l
ム
・
女
子
バ
レ

1
十
二
チ
l
ム

が
、
そ
れ
ぞ
れ
参
加
し
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

各
チ
l
ム
と
も
と
の
犬
会
を
目
標
に
練

習
を
し
て
き
た
と
あ
っ
て
、
猛
暑
に
も
ま

け
ず
好
試
合
、
好
プ
レ
ー
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

喰

@紙漉阿原

西

品上河東
寸二区 A

⑫西条二区A

4酒条新田

<男子ソフトボール>

優勝一押越 準優勝一西条二区A

三位一紙漉阿原 三位一上河東二区B

¢厳

⑪河

飯
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• 
取
叩aフ

土

路2
と
集
落

わ

今
回
は
、
路
と
集
落
に
つ
い
て
語
ろ

う
。
み
ち
と
は
、
け
も
の
み
ち
と
か
人

跡
未
踏
と
か
い
う
よ
う
に
、
生
き
物
が

、

、

目
的
を
も
っ
て
移
動
す
る

一

し

…

た
び
に
自
然
に
生
れ
て
で

山
、

の
来
る
コ

l

ス
で
あ
る
。
山

…J
A
小
を
迂
回
し
、
川
を
渡
っ
て

山
町

k
f
も
舟
運
も
ま
た
水
上
の
み

二、

G
4
F
ち
で
あ
る
。

-

集

落

が

形

成

さ

れ

て

か

J

ら
も
当
分
は
人
の
足
で
歩

E
‘
く
足
跡
の
路
だ
っ
た
。
ゃ

h
'
が
て
馬
入
れ
と
言
っ
て
田

'
i
ヘ
農
耕
の
た
め
、
馬
が
歩

as』
く
道
な
ど
生
れ
、
荷
車
や

~
巾
J
~
馬
車
が
人
や
荷
物
を
運
ぶ

乙
川
内
山
よ
う
に
な
っ
て
路
は
集
落

~白
M
川
~

を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
。
江

主
目
客
且
九

戸
時
代
の
東
海
道
が
残
っ

白
岡
ρ

て
い
る
箱
根
ぽ
光
の
杉
並

木
に
し
て
も
当
時
は
あ
れ

だ
け
の
幅
(
二

m
あ
ま
り
)
し
か
な
か

っ
た
。
わ
が
町
に
最
初
に
路
ら
し
い
道

と
し
て
通
っ
た
の
は
身
延
路
で
あ
る
。

そ
の
時
か
ら
集
落
の
形
が
変
り
出
し
た
。

東
西
に
長
い
西
条
に
下
新
居
が
路
に
沿

っ
て
南
北
に
出
現
し
出
し
た
し
、
中
島

に
至
っ
て
は
農
協
の
西
の
熊
之
宮
に
あ

っ
た
集
落
が
現
在
の
一
号
線
の
両
側
に

移
っ
て
し
ま
っ
た
し
、
神
社
さ
え
も
引

っ
越
し
て
現
在
地
に
な
っ
て
い
る
。
そ

つよし報広(5 )昭和62年9月1日発行

考ま
ず'.~

〈三j

で
網
の
目
の
よ
う
に
縦
横
に
道
路
と
な

り
、
交
差
し
、
末
だ
に
計
画
の
目
途
が

い
く
つ
も
あ
る
よ
う
だ
し
、
城
下
町
甲

府
の
近
代
都
市
化
は
行
政
区
画
を
無
視

し
て
膨
張
拡
大
し
て
来
つ
つ
あ
る
。
そ

の
勢
い
は
二
つ
の
工
業
団
地
、
甲
府
昭

和
高
校
、
流
通
団
地
(
田
富
)
な
ど
と

共
に
、
集
落
の
形
を
変
え
、
家
の
向
き

を
変
え
る
ば
か
り
で
な
く
近
代
的
都
市

型
の
住
宅
や
、
庖
舗
の
並
ぶ
街
路
と
な

り
、
路
が
人
を
物
を
、
住
居
を
部
落
の

姿
を
も
滅
茶
苦
茶
と
も
言
え
る
程
に
変

考
文
化
財
審
議
会
委
員

柳

沢

八

十

s寄書fセ妥毛ミ 2主雪忠信義25道南主SZを高き2ま完22TZ与
平目は代モ昭化富)行なく工にも市車線の集旧縦築更がのせとっしでも
ま中和は士しくりて場路人川もがは落部に地に北 1中てをた、、人
つ央のタ三き川か。、、なにもと通開明の落長、北西積なし。北家々
て高到 i 十わ舟し(集商ど向交甲っ通治型のい飯かか台らな路風はは
道速来リ年め運、押落売がつ易府たし八や様形喰ららにんくにに南家
路道、ゼ以てが中越をや生てすをいて年家子だ、南南形だて沿備向の
集のわィ降ス衰央、路仕活軒る結わか現のかっ河万東成。、つえき生
中イけシのロえ線中に事住を街ぶゆら在向らた西へへさど路ててに活
化ンてョ日 1 てが島沿を居な道動るでのき判の'-./，---.-.，---.-.れのの軒裏し環
のタもン本モも開、つ優のらと脈新・あ甲が明がみ・押清た部両先に陽境
渦 l わ(の l 、通上て先環べなと道・る府変出、ち・越水た落側を竹当を
の設が自急だ戦し河のす境るりしは。市り来現も、・めとにつ薮り主
中置昭動成つ前て東ばるで商、て鰍鉄川出る在集中西殆も横けををに

J 

化成にのょっ蛇地つるてえ
や事な路りたを形て日もつ
直業つの早昔串は羽も、つ
線やて概くの差ど根遠そあ
化工い念、路しうをくのる
は業るはよもにすひな境
拍団。方りなしるろい界地
車地ほ向近くたこげ。す籍
をな場をくなよとた蝶ら上
かど整聞をりうも形がわの
けが備わとつに出の北か部
てそ、ずいつ曲来わ西ら落
いの宅直うありながへなは
る矩〈地線近るくい町向くあ
。形t造的代。ねがのかなつ ..今も昔の面影を残す西条地区内

町道二号線(身延路)

農
協
本
所
裏
か
ら
中
島
の
上
宿
へ
抜
け

る
い
わ
ゆ
る
組
合
路
は
農
耕
地
に
よ
り

多
く
接
続
す
る
よ
う
に
(
少
し
直
さ
れ

た
が
)
多
角
的
に
曲
っ
て
い
る
例
は
現

在
に
残
っ
て
い
る
代
表
的
な
昔
の
農
道

だ
と
思
う
が
、
路
も
川
も
近
代
文
明
の

中
で
曲
線
を
失
っ
て
直
線
化
し
て
曲
線

の
情
緒
も
や
早
露
の
み
ち
も
な
く
な
り
つ

つ
あ
る
。
今
回
は
地
味
で
退
屈
な
内
容

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
い
ま
こ
の
事

の
古
い
姿
を
書
き
と
め
て
お
か
な
け
れ

ば
と
考
え
敢
え
て
筆
を
と
っ
た
。

そ
し
て
地
上
の
こ
の
様
な
変
貌
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
町
の
地
下
は
依
然

と
し
て
大
古
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
て
お
き
た
い
。
い
つ
か
も
書
い
た
よ

う
に
日
に
数
万

t
の
水
を
甲
府
市
へ
供

給
す
る
伏
流
水
の
水
が
め
で
あ
る
ば
か

り
で
な
く
、
大
月
短
期
大
学
の
田
中
収

教
授
の
昭
和
温
泉
の
記
事
(
広
報
五
月

号
)
に
あ
る
よ
う
に
再
ノ
瀬
の
天
然
地

下
ダ
ム
提
に
よ
っ
て
せ
主
主
め
ら
れ
て
い

る
盆
地
地
下
水
湖
が
深
層
熱
水
と
な
り

温
泉
と
な
り
、
地
下
水
と
な
り
、
地
上

の
肥
沃
化
も
支
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

最
近
の
新
聞
に
よ
る
と
、
県
は
今
年
十

一
月
か
ら
再
ノ
瀬
の
開
削
に
着
手
す
る

よ
う
だ
が
、
両
岸
の
岩
を
削
る
こ
と
に

よ
っ
て
川
幅
を
拡
げ
出
水
に
備
え
る
よ

う
だ
が
、
双
手
を
あ
げ
て
賛
意
を
表
し

た
い
。
掘
削
に
よ
る
上
流
橋
脚
の
露
出

も
な
い
ば
か
り
で
な
い
。
百
円
ノ
瀬
が
果

た
し
て
い
る
天
然
地
下
ダ
ム
堤
に
よ
っ

て
盆
地
の
昭
和
温
泉
も
伏
流
水
も
、
地

上
の
肥
沃
土
も
守
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

次
回
は
信
玄
堤
に
つ
い
て
書
こ
う
。

昭
和
農
協
で
は
、
次
代
を
背
負
う
農

村
青
年
や
女
子
の
確
保
の
た
め
結
婚
相

談
室
を
開
設
し
、
農
業
後
継
者
の
結
婚

相
談
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
室
で
は
、
皆
さ
ん
が
気
軽
に
相

談
で
き
る
よ
う
に
各
地
区
ご
と
に
相
談

員
さ
ん
を
設
け
て
希
望
に
見
合
っ
た
人

を
随
時
受
付
け
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

定
例
会
は
、
毎
月
第
一
土
曜
日
に
開

催
さ
れ
、
結
婚
適
齢
者
の
動
向
を
調
査

し
た
り
、
申
込
頂
い
た
登
録
台
帳
の
交

換
会
を
し
あ
っ
せ
ん
啓
蒙
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
郡
下
の
各
農
協
と
の
連
携
を

密
に
し
て
毎
月
巡
回
の
定
例
会
も
開
き
、

今
ま
で
に
何
組
か
の
カ
ッ
プ
ル
を
ま
と

め
て
十
分
な
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
皆
さ
ん
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く
お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。

V
各
地
区
の
相
談
員
さ
ん
(
敬
称
略
)

志
村
み
ゆ
き
(
西
条
一
区
)
、
小
宮
山

鮮
へ
西
条
二
区
)
、
志
村
恒
夫
へ
河
東

中
島
)
、
一
之
瀬
金
造
(
河
東
中
島
)
、

佐
野
恒
子
(
河
東
中
島
)
、
坂
本
馨

(
築
地
新
居
)
、
磯
部
さ
だ
子
へ
築
地

新
居
)

⑨
問
合
せ
昭
和
農
協
へ
本
所
)
、
電

話
(
七
五
)
二
三
二
(
笹
之
池
)
ま
で



口語?ムー-. 0ff<-----0 
かんの父 罵購圃・・・・E掴 1 ・... 
J ZUE顎璽 ¥ 郡
って 林 開脳髄湖周 J-
け。私 野遁雌醗欝伊暗号唱 ム ~ 
て拾の健 ，，曹関‘if必 可 t主
く逗ぉ装 車罷払議 j W ゃ
れさ父 4溢.孟111ーーliIl :7!f' ~ 
たんさ E・・・・・・・・E 室副r"'. 
んのん(聞・園圃・・・園 田".， " 
だよは母 関 欄圃圃鵬
ょう明)議露冨・E暴露 。
みにるま 畿彊圃・・・・・・監察 l 
な明いゆ E・・・4 箇 &.1.- ¥ 
さ・るおみ 圃・・・・・・・・E 包.&.. ¥ 
んく母 ・・・・・・・・・ ~' 
ヨ育さ 開園開閉園田・ .-
ロつん 曙問問叫 叩恥付時山一 a・・・h
シょが 小林ゆみかちゃん ，'，..~ミ，

クう大 (西条二区 ~ζ。
ネに好 S 61. 7. 5生 な~X

きぷド刊行司こ θ⑮⑧争⑧⑫⑧
し と運坪軽、ちチをの ~\J 

館出 思営図に地ろピ購辺す盛し日
しし つし 書 利域んツ入で o 況でに集
て日 てて館用の、子し町 でくな会
いは いいとで人大たてよ すれる場
ま、 まきしき達人ち頂り がまとが
毎 、す多
て週 1<上河東ニ区一坪図書館案内図>1昔 oく曜
日| 手甲府 Iと利のの
曜| グ 11 比用チ中
日 /メ寸 同較者ビ央
いせ空雪/メ七fー ド斗干1凶すはッに
午 Ij-.Lよ-/，/ 韓同 | 問 U~I る 、子あ

前 I~ つ説ζ了一「 口二二二ミ r と年がる
八ドダ 吻川 I~孟孟 頃最 !被間集た
空1(#j 11三主三 曹罫|ζ 公害 f A年間約 800人の利用者がある上河東二区図書館

引富 "戸三弓針上操縦士|両 λ¥ぺいを本の成出各力育 まけ場永書区
ら 11c三ヨ7A 白竺三|に位よ毎ま担の当会さ組で成運すらの団館の上
九 I~雪五 5到ぁにく週す当貸番のれか行会営。れ中地はー河
時 1[=二二守一→」一一一|りな利日 。し出制役たらわのは， てに集、坪東
半 11 必宅 |まり用曜 てしで員育選れ協、 い設会常凶二

昭和62年 9月1日発行 (6)わ一つよ

田中 滋くん
(西条新田}
S 61. 4. 13生

し報

』
F

ヘ

父

)

田

中

貢

へ

母

)

千

枝

子

名
前
の
由
来
水
の
流
れ
の
如
く
清
ら
か
に
、
人
生
を
心
深

く
歩
め
る
よ
う
に
と
、
尊
敬
す
る
師
が
命
名
し
て
く
れ
た
我

家
の
長
男
で
す
。
平
和
を
願
う
子
に
育
っ
て
く
だ
さ
い
。

広

広瀬明日香ちゃん
(上河東二区)
S 62. 1. 11生

女
上
河
東
ニ
区
図
書
館

変
化
し
て
い
ま
す
し
、
回

転
も
い
ろ
い
ろ
に
変
化
し

て
、
一
球
一
球
こ
の
変
化

に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

深
く
か
え
さ
れ
た
り
、
浅

く
か
え
さ
れ
た
り
、
サ
イ

ド
に
き
ら
れ
た
り
様
々
で
す
。

強
く
な
る
の
に
は
、
厳

し
い
練
習
や
試
合
が
あ
り

ま
し
た
。
練
習
や
試
合
で

苦
し
い
時
、
逃
げ
出
し
た

い
時
な
ど
誰
も
助
け
て
は

く
れ
ま
せ
ん
。
た
よ
れ
る
の
は
自
分
し

か
い
ま
せ
ん
。
自
分
と
の
戦
い
な
の
で

す。

。
は
つ
。
ひ
い
た
い
む
り

串
践
を
E

盆
園
田
園
田
均
匂

私
が
卓
球
を
始
め
た
の
は
小
学
校
五

年
生
の
時
、
ク
ラ
ブ
で
指
導
し
て
い
る

先
生
か
ら
「
卓
球
を
や
っ
て
み
な
い
か
」

と
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
本

格
的
に
始
め
た
の
は
、
中
学
校
に
入
学

し
て
か
ら
で
す
。

初
め
は
、
全
然
で
き
な
く
て
、
先
輩

方
の
打
ち
方
を
真
似
し
た
り
、
一
つ
一

J

つ
の
フ
ォ
ー
ム
を
体
で
覚
え
る
の
は
大

変
で
し
た
。

卓
球
と
い
う
の
は
、
激
し
い
ス
ポ
ー

ツ
で
、
そ
れ
で
い
て
難
し
い
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
ラ
リ

1
中
は
、
同
じ
所
に
飛
ん

で
き
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
微
妙
に

町

職

員

採

用

一
【
臨
時
採
用
】

マ
望
月
幸
彦
へ
総
務
課
)
マ
山
本
靖

ヘ
教
育
委
員
会
)
マ
井
上
明
美
(
住

民
課
)

一【
嘱
託
業
務
員
】

..車球は「自分との戦いJ
笹本直子さん (17才)

o育水新居)
そ
ん
な
厳
し
い
練
習
や
試
合
に
も
耐

え
て
き
た
の
は
、

一
つ
の
目
標
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。
そ
の
目
標
と
は
、
，
全

国
制
覇
'
す
る
乙
と
で
す
。
乙
の
目
標

が
あ
っ
た
か
ら
乙
そ
今
ま
で
や
っ
て
乙

れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

卓
球
を
通
じ
て
、
忍
耐
と
精
神
面
が

強
く
な
り
ま
し
た
。
又
、
全
国
各
地
に

試
合
に
行
き
、
多
く
の
人
達
と
知
り
合

う
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

-

マ
名
執
益
夫
(
税
務
課
滞
納
整
理
員
)

マ
畑
野
松
雄
、
柿
島
治
(
土
木
・
衛
生

業
務
員
)

名執益夫~

納税率アップを目
標に滞納整理員が
伺いますのでご協

力ください。



• • • • • •••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
女
子
供
の
心
臓
病

山
梨
医
科
大
学
助
教
授

小

児

科

辻

わ-つ

今
回
は
子
供
の
心
臓
病
に
つ
い
て
お

話
し
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

子
供
の
心
臓
病
の
多
く
は
先
天
性
(
生

ま
れ
つ
き
)
の
異
常
で
、
子
供
が
一

O

O
人
生
ま
れ
る
と
ほ
ぼ
一
人
み
ら
れ
る

ほ
ど
多
い
も
の
で
す
。
そ
の
心
臓
病
の

原
因
は
、
ほ
と
ん
ど
分
か
っ
て
い
ま
せ

ん。
先
天
性
の
心
臓
病
の
種
類
は
非
常
に

沢
山
あ
り
、
そ
の
大
部
分
は
奇
形
(
心

臓
や
血
管
の
形
の
異
常
)
で
す
。

胎
生
期
(
赤
ち
ゃ
ん
が
母
体
の
中
に

い
る
時
期
)
に
は
赤
ち
ゃ
ん
は
瞬
帯
や

胎
盤
を
と
お
し
て
母
体
と
連
絡
し
て
お

り
、
母
代
か
ら
の
栄
養
や
酸
素
を
十
分

に
も
ら
う
乙
と
が
で
き
ま
す
。
で
す
か

ら
、
赤
ち
ゃ
ん
の
心
臓
や
血
管
に
異
常

が
あ
っ
て
も
症
状
が
み
ら
れ
る
乙
と
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
出
生
し
、

母
体
と
離
れ
ま
す
と
赤
ち
ゃ
ん
は
呼
吸

も
循
環
も
自
分
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
も
し
も
、
心
臓
病
の
程
度
が
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敦

敏

企乳児健診より

重
い
と
き
に
は
不
都
合
が
生
じ
、
心
不

全
(
心
臓
の
働
き
が
不
十
分
)
や
発
作

を
み
る
よ
う
に
な
り
、
時
に
は
致
命
的

と
な
り
ま
す
。

す
べ
て
の
心
臓
病
が
内
科
的
な
治
療

や
外
科
的
な
治
療
を
必
要
と
し
、
ま
た
、

で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
可
能
な

限
り
心
臓
病
を
早
期
に
み
つ
け
、
正
確

な
診
断
を
し
、
方
針
を
決
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

で
は
、
心
臓
病
を
疑
わ
せ
る
症
状
に

は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
一
…

そ
の
一
つ
は
「
息
づ
か
い
が
荒
い
」

乙
と
で
す
。
乙
れ
は
心
不
全
の
重
要
な

症
状
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
第
二
番

目
は
「
チ
ア
ノ
ー
ゼ
」
で
す
。
口
び
る

や
爪
、
皮
膚
が
紫
色
や
青
黒
い
色
を
呈

し
て
い
る
状
態
で
す
。
乙
れ
は
複
雑
な

心
臓
や
血
管
の
異
常
か
ら
み
ら
れ
る
乙

と
が
あ
り
ま
す
。
第
三
番
目
は
「
母
乳

や
ミ
ル
ク
の
飲
み
が
悪
い
、
体
重
の
増

加
が
悪
い
」
な
ど
の
症
状
で
す
。
そ
の

ほ
か
に
も
あ
り
ま
す
が
、
も
し
も
赤
ち

ゃ
ん
に
乙
の
よ
う
な
症
状
が
み
ら
れ
た

ら
、
小
児
科
の
お
医
者
さ
ん
に
相
談
し

て
下
さ
い
。
こ
の
よ
う
な
症
状
を
示
し

て
い
る
心
臓
病
は
、
何
ら
か
の
処
置
が

必
要
で
あ
る
乙
と
が
多
い
か
ら
で
す
。

企

画

財

団

法

人

里

仁

会

⑧
@
⑤
⑪
 

公
民
館
教
養
講
座

i
公
民
館
デ
|
開
催
j

今
月
の
テ

l
マ
は
、
「
学
び
合
い
」

さ
そ
い
合
っ
て
ど
参
加
く
だ
さ
い
。

開

催

日

九

月

二

O
日
(
日
)

場

所

中

央

公

民

館

各

室

内
容
・
時
間
①
幼
児
教
育
学
級
②
少

年
創
作
教
室
③
青
年
教
室
④
料
理
教

室
⑤
茶
道
教
室
⑥
音
楽
教
室
⑦
太
鼓

教
室

(
m
l
・
∞

1
3
・
∞
)
③
家

庭
教
育
学
級
(
問

7
・
ω
1
9
・
叩
)

な
お
、
ダ
ン
ス
教
室
は
、
九
月
十
二

日
二
一
六
日
(
則

7
・
ω
1
9
・
叩
)

に
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
九
月
二
二
日

(則

1
・
∞

1
3
・
∞
)
開
催
の
高
齢

者
学
級
は
、
泉
町
長
を
招
き
「
町
政
を

学
ぶ
」
と
題
し
て
の
講
演
が
あ
り
ま
す
0

0
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
ま
で

心
身
の
発
達
に
遅
れ
や
障
害
を
持
つ

子
ど
も
の
教
育
や
育
児
に
つ
い
て
の
悩

み
を
お
持
ち
の
方
‘
特
に
来
春
小
学
校

へ
入
学
す
る
子
ど
も
を
お
持
ち
の
方
の

教
育
相
談
を
行
い
ま
す
。

相
談
に
は
、
専
問
の
教
員
や
医
師
が

あ
た
り
、
費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

V
日
時
九
月
十
四
日
開
午
前
九
時

1

国
保
を
さ
さ
え
る
保
険
税

t
y
税
率
は
昨
年
と
同
率
で
課
税
j

刊
皆
さ
ん
の
健
康
守つ
く
り
の
お
役
に
た
の
税
率
が
決
定
し
、
昨
年
と
同
率
で
課

山
っ
と
と
を
願
っ
て
い
る
国
保
は
、
皆
さ
税
さ
れ
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

ヤ
ん
が
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
と
き
の
・
保
険
税
の
決
め
方
・

時
医
療
費
を
負
担
す
る
と
い
う
大
事
な
役
各
世
帯
に
対
す
る
課
税
額
は
次
の
よ

何

割

を

持

っ

て

い

ま

す

。

う

に

し

て

計

算

さ

れ

ま

す

。

山
そ
の
医
療
費
は
、
国
の
補
助
金
、
受

O
所
得
割
額
前
年
度
の
所
得
か
ら
一

品
診
の
際
の
患
者
の
負
担
金
、
そ
し
て
皆
定
額
を
控
除
し
、
そ
の
残
額
に
三
・

刊
様
に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
税
で
ま
か
八
二
形
を
掛
け
た
額

山
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

O
資
産
割
額
六
二
年
度
の
固
定
資
産

一
割
合
は
、
全
国
平
均
で
、
国
の
補
助
税
に
二
四
・
四
一

一%
を
掛
け
た
額

日
金
三
八
・
五
Mm、
患
者
負
担
金
三

O
%、

O
均
等
割
額
加
入
者
一
人
当
り
一
七

一
残
り
=
二
・
五
銘
が
保
険
税
と
な
っ
て
二
五

O
円

一
い
ま
す
。

O
平
等
割
額
一
世
帯
二
三
三
六

O
円

一
本
町
で
も
八
月
五
日
、
国
民
健
康
保
以
上
の
合
計
額
が
、
一
年
間
の
保
険

一
険
運
営
協
議
会
が
聞
か
れ
、
六
二
年
度
税
額
で
す
。

V
場
所
昭
和
町
中
央
公
民
館

※
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
ま
で

小
さ
な
バ
イ
ク
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

油
断
は
禁
物
。
バ
イ
ク
に
も
自
賠
責
保

険
(
共
済
)
へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
バ
イ
ク
に
は
車

検
制
度
が
な
い
乙
と
も
あ
っ
て
、
つ
い

忘
れ
が
ち
で
す
が
、
無
保
険
(
無
共
済
)

で
走
る
と
、
六
カ
月
以
下
の
懲
役
ま
た

は
五
万
円
以
下
の
罰
金
、
さ
ら
に
違
反

点
数
六
点
と
な
り
、
免
停
処
分
と
な
り

ま
す
。
事
故
を
起
こ
し
た
ら
大
変
、
自

賠
責
保
険
に
加
入
を
/

山
梨
県
警
察
官

募
集
の
お
知
ら
せ

受
験
資
格
昭
和
三
十
五
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
男
子

採
用
予
定
人
員
約
二
十
名

第
一
次
試
験
日
九
月
二
十
七
日
(
日
)

試
験
場
山
梨
学
院
大
学

受
付
期
間
八
月
十
日

i
九
月
十
一
日

女
申
込
み
・
問
合
せ
先
県
人
事
委
員

会
事
務
局
(
富
三
五
|
七
八
三
五
)

各
警
察
署
・
派
出
所
・
駐
在
所
ま
で
。

月分---

件 数 負傷 死者
fl: 人 人

物損 22 
(-7 ) 15 

人損 13 (-3) (+ 1 ) 
(-1 ) 

( )1付は、 jjij)J比(1I1!和駐イ'f:i9i調べ)

町内交通事故発生件数

「気をつけて」朝の一言
忘れずに

=7  
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問問保健衛生だより間的鰍謙

実施日 受付時間 該 当 児 |場所

9 月間 (水) 午考捷棒((会西押21::条目0立o0地地E~~ 底区) 

昭和 61年8月生まれ

9月10日(本)1午午 判 ) 

11月生まれ|総合

昭和62年2月生まれ 会館

5月生まれ

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具

※受付時間終了は午後2時30分ですのでご承知下さい。

日時 9月12日(土)・ 26日(土)

午前9時--11時30分

場 所 総合会館

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してくださし、。

妊娠証明書は必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象K血圧測定、尿検査、栄養指

導などを行い健康についての相談にお答えしていますのでお気軽

にお出かけくださ ~'o

実施日

受付時間

場所

該当児

9月29日(火)

午後1時--2時

総合会館

昭和 59年 6月 1日~昭和 59年8月 31日までの出生

児、及び前回未受診児。

持ち物 母子手帳・ 3歳児健康診査票・食べものについての

質問票

※尿検査がありますのでど承知おきください。

実施日 9月 28日(月)

時間| 午後1時30分~

場所| 総合会館

対象者| 妊娠5か月以降の妊婦

持ち物|母子手帳・体操のできる服装・テキス卜代 300円

実施日

受付時間

場所

該当児

持ち物

その他

9月30日(水)

午後1時--1時30分

総合会館

昭和62年4月 1日--7月 31日までの出生児。

母子手帳

昭和62年4月及び5月出生児については検診後、神

経芽細胞腫の検査方法の説明と検査セットの配付を行

いますので60円切手1枚または現金60円をど持参くだ

さい。

日時 9月25日(金〉

午前 10時20分--10時25分

場 所 総合会館

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。

また、猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでしっか

り封をしてください。

<ツベルクリン反応検査>

日 時 9月16日(水)午後1時--2時

場所 総合会館

該当児 砂昭和61年10月 1日~昭和62年3月31日までの出生

児。

砂昭和61年4月 1日~昭和61年9月30日までの出生

児で未接種者。

惨昭和61年9月ICBCGを接種した者(陽転確認の

ため)

※上記該当児のうちBCG接種後 l年以内の者は対

象から除外されます。

持ち物 母子手帳

<判定及び BCG接種>

実施日 9月18日(金)

時 間 判定…・・・午後12時45分--1時 30分

BCG接種…-一午後1時--2時

場所 総合会館

持ち物 母子手帳・問診票

※判定の結果、陰性者にはBCGを接種しますが、つぎのような

人はBCGを接種できません。

1. 発熱しているもの、または著しい栄養障害のもの。

2. まん延性の皮膚病にかかっているもの。

3. 免疫抑制剤、副腎皮質ステロイド剤などの投与を受けたもの。

4. はしかの予防接種またはポリオ生ワクチン投与後1か月以内

のもの。

5. 2週間以内に上記以外の予防接種を受けたもの。

6. 1年以内Kけいれん、ひきつけを起乙したもの。

9月24日(木)午後1時--2時

総合会館

⑨ I期…-昭和60年3月 1日~昭和60年8月31日まで

の出生児。

⑨ II期… I期 3回を完了して 1年から 1年 6か月以

内の者。

⑨昭和60年9月 1日~昭和61年2月28日までの出生

児で未接種者。

持ち物 母子手帳・問診票

<注意事項>

。体温がはかつてないと接種できません。体温は必ずはかつてくだ

時

所

児
当

日

場

該

さい。

o問診票の記入もれ等がないようにしてください。

。接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈つぎのような人は接種できません〉

1. 発熱しているもの、または著しい栄養障害者。

2. 心臓血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている者。

3. はしか、 BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後1か月以内の者。

4. 1年以内にけいれん、ひきつけを起乙した者。
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払
い
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あ
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販
会
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等
と
消
費
者
と
の
三
者

間
の
契
約
に
基
づ
く
取
引
で
す
。

乙
の
場
合
、
販
売
屈
と
の
間
で
、
ご

質
問
の
よ
う
な
消
費
者
に
と
っ
て
不
都

合
な
乙
と
が
起
こ
っ
た
場
合
、
そ
れ
が

解
決
す
る
ま
で
消
費
者
が
支
払
い
を
拒

否
で
き
る
権
利
を
抗
弁
権
と
い
い
ま
す
。

以
前
は
信
販
会
社
か
ら
の
請
求
を
拒

否
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昭
和
五
十

九
年
の
法
律
改
正
に
よ
り
、
現
在
の
よ

う
に
支
払
い
を
ス
ト
ッ
プ
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
も
の
で
す
(
乙
れ
を
「
抗
弁

権
の
接
続
」
と
い
い
ま
す
)
。

「
抗
弁
権
の
接
続
」
の
理
由
と
な
る

販
売
業
者
と
の
問
題
は
、
大
き
く
二
つ

に
分
か
れ
ま
す
。
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が
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う
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が
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え
ら
れ
ま
す
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①
見
本
や
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タ
ロ
グ
な
ど
と
現
物
が
違

う
と
き
②
商
品
の
全
部
ま
た
は
一
部

の
引
渡
し
が
な
い
と
き
③
商
品
の
引

渡
し
が
遅
れ
た
た
め
に
、
商
品
購
入
の

目
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が
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せ
な
か
っ
た
と
き
④
商

品
に
欠
陥
、
損
傷
な
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が
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る
と
き

⑤
何
ら
か
の
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ー
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が
商
品
販
売
の

条
件
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
な
い
と
き
。

信販会社に

書類を提出

も
う
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つ
は
、
売
買
契
約
の
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立
に

問
題
が
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る
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う
な
場
合
で
、
次
の
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う
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が
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れ
ま
す
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①
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②
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③
消
費
者
に

思
い
違
い
が
あ
っ
た
と
き
、
あ
る
い
は

思
い
違
い
を
起
乙
さ
せ
る
よ
う
な
話
し

で
勧
誘
し
た
と
き
。
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赤口|入浴サ」ヒス(総合会館PM1:0ト)
j行政相談(中央公民館PM1 :00→ 
ツベノレクリン反応検査(総合会館)
を寸婦人トレーニンク華経(町民代育館)

ぜ l

先勝i親子体操教室(中央公民館)

親子体操教室 (中央公民飴

先創心配ごと相談，船会館則1:ハハ1116
1 --) 
て司行政相談(中央公民館PMl:
一人暮し老人食事サービス
婦人トレーニング教室(町
育館)

ツベルクリン反応判定及びBC
G接種(総合会館)

(土)I西条二区敬老会(石和・らくえん
飯喰敬老会(湯王温泉)

(金)

友引
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子
7
昇

親
第
(

心配どと相談(総合会館PM1:∞) 
入浴サービス(総合会館PM1:00-) 
乳児健康診査(総合会館)
婦人トレーニング教室く町民体育館)

乳児健康診査(総合会館)

ア

9 

露

救急の日

白

8 

(総合会館)不用犬猫収集日25 
全国下水道促進デ

リハビリ教室(総合会館)
母子手帳交付及び一般健康相談日
(総合会館).ダンス教室 (P7参照)

10 

心配ごと相談(総合会館PMl:0(H
乳児整形外科検診(総合会館)
町県民税第2期納期限
国民健康保険税9月分納期限
国民年金9月分納期限

3歳児健康診査(総合会館)

彼岸明け

26 
リハビリ教手(総《会館)
母子手帳交付&.ぴ一般{ffi!，JHll談1/
(総合会加)、ダンス教室 (P7参
!船、 第40凹山梨県体育祭(小瀬ス
ポーツ公園、 -13日)、清水新居敬
老会(年金センター)

11 

12 
水路記念日

※可燃物の収集日が祝祭日の場合は収

集業務はいたしませんので次回の収

集日をど利用くださ ~)o

※ゴミは必ず、指定の紙袋または荷札

を使ってお出しください。それ以外

のもので出しであるゴミは収集いた

しません。また、最近、可燃物と不

燃物がいっしょ ICはいっているもの

などノレーノレを守らずに出されるゴミ

が多く収集にも手間どっています。

清潔で住み良い生活環境を保つため

にもノレーノレを守り、美しい町づくり

にど協力ください。
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